
　
モ
を
残
す

□
遠
方
に
住
む
親
戚
や
知
人
宅
を

　
連
絡
先
に
決
め
て
お
き
、
緊
急

　
時
は
そ
こ
へ
連
絡
し
、
安
否
情

　
報
な
ど
の
集
約
・
確
認
を
行
う

□
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ

い
て
確
認
（
災
害
時
に
電
話

が
つ
な
が
り
に
く
い
と
き

「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し

て
伝
言
を
録
音
し
、
家
族
な

ど
が
伝
言
を
再
生
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。
）

□
災
害
用
伝
言
板
に
つ
い
て
確
認

（
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
会
社

の
、
「
災
害
用
伝
言
板
」
に

安
否
情
報
を
登
録
し
、
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら

確
認
す
る
。
）

　
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
災
害
に

対
す
る
日
頃
か
ら
の
心
構
え
の
意

識
付
け
、
安
全
対
策
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
家
庭

用
の
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。
「
家
族
防
災
会

議
」
を
行
う
際
も
是
非
、
御
活
用

く
だ
さ
い
。

　
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
３
階
の
安

全
安
心
課
及
び
新
里
・
黒
保
根
支

所
に
有
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心
課

防
災
係
（
☎
内
線
４
１
５
）
へ
。

□
食
料
・
飲
料
の
賞
味
期
限
確
認

□
持
出
用
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
整
理

□
保
管
場
所
の
確
認

・
地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
震
や
洪

　
水
、
土
砂
災
害
な
ど
、
災
害
の

　
種
類
に
よ
っ
て
避
難
場
所
が
異

　
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
事
前
に
避
難
場
所
と
な
る
公
民

　
館
な
ど
公
共
施
設
の
ほ
か
、
ご

　
自
宅
か
ら
近
く
で
よ
り
安
全
な

　
場
所
や
、
地
域
で
定
め
る
避
難

　
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

　
う
。

・
避
難
経
路
の
危
険
箇
所
に
つ
い

　
て
も
話
し
合
い
、
み
ん
な
で
下

　
見
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
の
際
は
早
目
の
避
難
を
心

　
掛
け
ま
し
ょ
う
。

□
避
難
場
所
の
確
認

□
避
難
経
路
の
確
認

・
災
害
時
、
家
族
が
離
れ
て
い
る

　
時
や
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
時
の

　
集
合
場
所
や
連
絡
方
法
を
決
め

　
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
ま
た
、
安
否
を
確
認
す
る
た
め

　
の
ル
ー
ル
も
家
族
で
決
め
て
お

　
き
ま
し
ょ
う
。

□
避
難
す
る
と
き
は
自
宅
に
避
難

　
先
の
張
り
紙
を
す
る
な
ど
、
メ

・
高
齢
者
や
子
供
、
病
人
が
い
る

　
場
合
は
、
誰
が
保
護
を
担
当
す

　
る
か
な
ど
も
話
し
合
っ
て
お
き

　
ま
し
ょ
う
。

□
火
元
を
確
認
す
る
人

□
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
人

□
出
口
を
確
保
す
る
人

□
非
常
用
持
出
品
の
管
理
・
持
ち

　
出
し
を
す
る
人

・
家
の
内
外
に
危
険
箇
所
は
な
い

　
か
確
認
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
修

　
理
や
補
強
が
必
要
な
場
合
は
早

　
急
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

・
安
全
な
避
難
経
路
を
確
保
し
て

　
お
き
ま
し
ょ
う
。

□
家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止
対
策

　
（
家
具
固
定
）

□
窓
・
食
器
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス
飛

　
散
防
止
対
策

□
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検

□
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
落
下
物
防
止

　
対
策

・
家
族
構
成
を
考
え
な
が
ら
必
要

　
な
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
確
認

　
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
備
蓄
食
料
・
水
な
ど
は
３
日
分

　
程
度
を
目
安
と
し
て
、
定
期
的

　
に
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え
ま

　
し
ょ
う
。

□
必
要
な
品
の
確
認

体
的
に
想
定
し
て
考
え
る
と
、
よ

り
深
い
話
し
合
い
が
で
き
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
そ
の
日
は
部
屋
の

電
気
を
消
し
て
懐
中
電
灯
の
み
で

過
ご
し
、
備
蓄
食
糧
を
実
際
に
食

べ
て
み
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
普
段
か
ら
の
準
備
が
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
力
に
な
り
ま
す
。

・
日
頃
の
防
災
の
役
割
と
、
災
害

　
が
起
き
た
と
き
の
役
割
を
決
め

　
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
「
も
し
も
の
と
き
」
に

備
え
て
、
ま
ず
は
家
族
で
防
災
会

議
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
年
１

回
「
家
族
防
災
会
議
」
の
日
を
決

め
て
家
族
全
員
が
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い

か
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
際
、
災
害
が
地
震
な
の
か

大
雨
な
の
か
、
発
生
時
間
は
昼
な

の
か
夜
な
の
か
、
そ
の
状
況
を
具

始
め
よ
う

「
家
族
防
災
会
議
」

①
家
族
一
人
一
人
の
役
割
分

担
を
決
め
る

④
避
難
場
所
・
避
難
経
路
の

確
認

③
非
常
用
持
出
品
や
備
蓄
品

の
チ
ェ
ッ
ク
と
入
れ
替
え
・

補
充

⑤
災
害
時
の
集
合
場
所
や
連

絡
方
法
・
安
否
確
認
の
方
法

を
確
認

②
家
屋
の
安
全
確
認

●
今
す
ぐ
で
き
る
災
害
へ
の

備
え
、
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
活
用

東日本大震災から５年
自分、家族を災害から守る為に、始めませんか。

自主防災
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緊
急
情
報
を
自
動
的
に
受
信
し
ま
す

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

（
防
災
ラ
ジ
オ
）

　
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
一

つ
と
し
て
、「
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
」（
防
災
ラ
ジ
オ
）
を
１
台

１
０
０
０
円
で
お
配
り
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
ラ
ジ
オ
は
、
電
源
が
入
っ

て
い
な
い
状
態
で
も
、
緊
急
情
報

の
信
号
を
受
信
し
て
、
自
動
的
に

最
大
音
量
で
流
し
ま
す
。

　
配
布
場
所
は
、
市
役
所
３
階
の

安
全
安
心
課
、
新
里
・
黒
保
根
支

所
、境
野
公
民
館
、広
沢
公
民
館
、

梅
田
公
民
館
、
相
生
公
民
館
、
川

内
公
民
館
、
菱
公
民
館
の
９
か
所

で
す
。

　
自
宅
で
Ｆ
Ｍ
桐
生
（
77
・
７
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
）
を
受
信
で
き
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
、
防
災

ラ
ジ
オ
試
験
機
と
Ｔ
字
型
室
内
ア

ン
テ
ナ
の
貸
し
出
し
も
有
り
ま

す
。

　
な
お
、
こ
の
防
災
ラ
ジ
オ
は
Ｆ

Ｍ
桐
生
局
の
み
を
受
信
し
ま
す
。

毎
月
１
回
、
第
４
金
曜
日
に
試
験

放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心
課

防
災
係
（
☎
内
線
４
６
２
）
へ
。

■
Ｆ
Ｍ
桐
生
ユ
ー
ザ
ー
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
（
☎
20
７
５
５
７
）

　
４
月
か
ら
Ｆ
Ｍ
桐
生
ユ
ー
ザ
ー

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
の
受
付
時
間
が

変
わ
り
ま
す
。

　
Ｆ
Ｍ
桐
生
の
電
波
や
外
部
ア
ン

テ
ナ
に
つ
い
て
な
ど
、
技
術
的
な

お
問
い
合
わ
せ
に
御
利
用
く
だ
さ

い
。

受
付
時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
午
後
４
時
（
土
、日
、

祝
日
を
除
く
）

写真展示
「3.11 大震災の記憶～東日本大震災から５年 あの日を忘れない～」

特集　自主防災
防
災
力
。

防
災
力
。

防災力。

Ｔ字型室内アンテ
ナを設置すること
で受信感度を改善
できます

震災当時の被災地の様子

　

間
も
な
く
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
５
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
被
災
者
、
被
災
地

へ
の
思
い
を
忘
れ
な
い
た

め
、「
３
・
11 

大
震
災
の
記

憶
～
東
日
本
大
震
災
か
ら
５

年
、あ
の
日
を
忘
れ
な
い
～
」

と
題
し
た
写
真
展
示
を
行
い

ま
す
。

　
現
在
、
桐
生
市
で
は
岩
手

県
宮
古
市
、
陸
前
高
田
市
、

宮
城
県
石
巻
市
、
福
島
県
南

相
馬
市
に
計
７
人
の
職
員
を

派
遣
し
、
復
旧
復
興
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
石
巻
市
職
員
と
桐

生
市
か
ら
の
派
遣
職
員
が
撮

影
し
た
被
災
直
後
の
石
巻
市

内
の
様
子
や
復
興
へ
向
か
っ

て
い
る
現
在
の
石
巻
市
の
様

子
を
展
示
し
ま
す
。
是
非
、

御
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
３
月
11
日
（
金
）
～

18
日
（
金
）
※
土
・
日
曜
日

を
除
く

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

場
所
＝
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
安
全
安
心
課

（
☎
内
線
４
１
５
）

　
宮
城
県
石
巻
市
は
、
地
震

と
津
波
に
よ
り
沿
岸
地
域
の

公
共
施
設
や
港
湾
施
設
が
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
被
災
か
ら
５
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
生

活
の
拠
点
と
な
る
住
居
を
高

台
へ
と
移
転
さ
せ
る
事
業
や

土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成

し
始
め
、
災
害
公
営
住
宅
や

宅
地
の
供
給
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
石
巻
魚
市
場
も
、
昨
年

９
月
に
完
全
再
開
し
、
初
競

り
で
は
競
り
人
や
買
受
人
の

威
勢
の
良
い
声
が
場
内
に
響

き
ま
し
た
。

　
今
後
、
地
域
及
び
水
産
業

の
復
興
が
更
に
加
速
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
石
巻

市
は
ま
だ
ま
だ
復
興
途
上
の

所
も
あ
り
ま
す
が
、
着
実
に

復
興
の
道
を
歩
ん
で
い
ま

す
。

小倉甚主任技師
石巻市建設部建築指導課
確認・開発グループへ派遣

被
災
地
で
働
く
桐
生
市
職
員

被
災
地
は
、
今
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東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
。
こ
ん
な
こ
と

が
あ
り
得
る
の
か
と
誰
も
が
自
然
の
猛
威
に

怯お
び

え
た
の
は
、
つ
い
こ
の
前
の
こ
と
の
よ
う

に
思
え
ま
す
。

　
桐
生
市
で
も
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
震
災
直
後
に
は
水
や
食
料
の
準

備
な
ど
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
の
必
要
性
を

痛
感
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
5
年
の
月
日
が
流
れ
、
あ

の
時
の
思
い
は
少
し
ず
つ
薄
ら
ぎ
、

い
つ
し
か
備
え
も
不
十
分
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
た
っ
た
5
年
の
月
日
で
も
災
害

の
教
訓
を
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い

と
実
感
し
ま
す
。
し
か
し
、
最
近

の
地
震
や
火
山
活
動
の
活
発
化
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
象
災
害
の

激
甚
化
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

そ
れ
で
あ
っ
て
も
災
害
教
訓
は
今

に
そ
し
て
将
来
に
活い

か
さ
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
災
害
教
訓

を
後
世
に
伝
え
、
災
害
に
強
い
地

域
を
創
り
上
げ
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
、

東
北
の
被
災
地
で
は
、
語
り
継
ぐ

こ
と
の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
長
年
防
災
の
現
場
を
見
て
い

る
と
語
り
継
ぐ
こ
と
の
限
界
も
感
じ
て
い
ま

す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
と
い
う
月
日
は
、

つ
い
こ
の
前
の
こ
と
と
思
う
の
は
大
人
だ
け

で
あ
り
、
大
人
は
そ
の
教
訓
を
希
薄
化
さ
せ

た
と
し
て
も
心
に
留
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

小
学
校
1
年
生
は
当
時
2
歳
で
あ
っ
て
、
恐

ら
く
記
憶
に
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

生
ま
れ
来
る
世
代
に
は
、
実
体
験
の
な
い
昔

話
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。

　

戦
後
生
ま
れ
の
私
に
は
、
戦
争
体
験
を

語
っ
て
く
れ
た
母
の
言
葉
に
現
実
感
を
感
じ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
経
験
を
伴

わ
な
い
話
は
、
ど
う
や
っ
て
も
現

実
感
を
持
っ
て
伝
え
る
こ
と
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
時
間
の
経
過

は
こ
う
し
て
社
会
全
体
の
災
害
の

記
憶
や
教
訓
を
急
速
に
希
薄
化
さ

せ
る
の
で
す
。

　
真
に
教
訓
を
伝
え
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
。
私
の
答
え
は

教
訓
は
語
り
継
ぐ
の
で
は
な
く
、

実
行
す
る
こ
と
、
実
行
し
続
け
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
育

つ
次
世
代
は
、
そ
れ
が
当
た
り
前

の
育
み
の
環
境
と
な
っ
て
、
言
わ

ず
も
が
な
の
習
慣
と
し
て
体
得
す

る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
。
あ

の
時
の
思
い
を
、
備
え
の
継
続
に

活
か
す
こ
と
は
、
子
孫
の
世
代
の

安
全
を
育
む
こ
と
で
も
あ
る
の
で

す
。

桐生市防災アドバイザー
片田教授の防災コラム③

東日本大震災から５年
片
田
敏
孝
氏
＝
群
馬
大
学
広
域
首
都
圏

防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。
群
馬
大
学
大

学
院
理
工
学
府
教
授
。
専
門
は
災
害
社
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特集　自主防災

　消防本部では、東日本大震災か
ら５年目の節目となる３月 11 日

（金）に、市内での大規模災害を
想定した公開訓練を実施します。
　倒壊した建物や廃車を利用した
交通救助訓練、遠距離送水訓練、
群馬県防災ヘリコプターとの連携
による高層建物からの救助救出訓
練を行います。是非、御見学くだ
さい。
期日＝３月 11 日（金）
時間＝午後２時～３時 30 分
場所＝旧昭和小学校校庭
問い合わせ＝消防本部警防課（☎
47‐1704）

　日本の防災教育の第一人者であり、
下のコラムを担当された、桐生市防災
アドバイザーの群馬大学大学院理工学
府片田敏孝教授による講演です。
　近年の災害の傾向や地域防災の在り
方について学びます。
期日＝３月９日（水）
時間＝午後６時30分～８時
場所＝市民文化会館小ホール
問 い 合 わ せ ＝ 安 全 安 心 課 （ ☎ 内 線
415）

防災講演
「激しさを増す災害に向か
い合う～これからの桐生の
防災を考える～」

大規模災害に備えた
消防部隊運用訓練を公開します

群馬県防災ヘリコプター

病院に搬送する訓練
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